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「神に不可能なことはない」
旧約 創世記１８章１～１５節

新約 ルカによる福音書１章２６～３８節

１．はじめに

今朝の説教の題は「神に不可能なことはない」としました。今朝与えられている御言葉、創世

記１８章１４節「主に不可能なことがあろうか。」から取りました。しかし、この言葉を聞いて「天

地を造られた神様には、不可能なことなど何もない。神様はどんなことでもお出来になる。」と受

け取るかもしれません。聖書がそのように告げているわけですから、その通りで間違いではあり

ません。しかし、それだけなのか、それで十分なのかと申しますと、そうではありません。ここ

には、「神様がその御心を実現するためには」という言葉が隠れている。そう考えて良いと私は思

います。神様は何でもかんでも、不思議なことをされて私共を驚かせるわけではありません。神

様はいつでも、どこでも、誰に対しても働かれておられますから、神様の御業というものはいわ

ゆる不思議な出来事にだけ現れているわけではありません。私共がこの両親の元に命を与えられ

たことも、この人と結ばれたのも、子どもや孫が与えられたことも、私共が食事をして生かされ

ていることも、そして今朝ここに私共が集っておりますことも、全ては神様の御手の中での出来

事です。しかし、そのように私共が当たり前と思っていることにだけ、神様の御業が現れるわけ

ではありません。それこそ、「どう考えてもあり得ない」という出来事をもって神様は御業を為さ

れる時もあります。イエス様の誕生がそうですし、イエス様の御復活の出来事もそうです。今朝

与えられているアブラハムとサラとの間に子どもが与えられるという出来事もそうです。100 歳の

アブラハムと 90 歳のサラとの間に子どもが与えられる。そんなことは無理に決まっている、そう

思うのが普通です。しかし、神様は御自身の救いの御業を成し遂げるためには、どんなことでも

お出来になるし、実際為される。そのことを聖書は告げています。「神様に不可能なことはない」

とは、単に神様はどんな不思議なことでもお出来になる、という神様の全能性だけを告げている

のではなくて、その全能性を発揮される動機、意図がある。それはどんなことがあっても御自身

の救いのご計画を実現するという御意思です。神様の私共を救おうとする意思に基づいて、神様

は御自身の全能の御力を行使されるということです。

それは今申しましたように、イエス様がお生まれになった時、マリアがそれを望んでいたわけ

ではありませんでしたし、イエス様が御復活されました時も弟子たちや人々がそれを期待してい

たわけでもありませんでした。そして、高齢になったアブラハムとサラとの間に子どもが生まれ



- 2 -

ることなど、アブラハムもサラも信じておりませんでした。しかし、神様はそれらは為されまし

た。どうしてか？神様がそのようにするとお決めになったからです。このことによって神様御自

身の救いの御業が現れていく、私はそれを成し遂げる、そう神様がお決めになったからです。神

様がお決めになられたことは、必ず成る。それは私共の目にはたとえ不可能に思えることであっ

たとしても、神様にとってそれは何の障害にもならないということです。

２．神様の言葉を笑ったアブラハムとサラ

さて、今日は８月の最後の週ではありませんが、来週は私が長崎古町教会の礼拝説教とその後

の信徒修養会でご用をすることになっており、この講壇は淺場理恵先生が護ってくださることに

なっておりますので、今朝は旧約から御言葉を受けます。創世記の１８章の始めの所です。前回

７月の最後の礼拝では、創世記１７章において神様がアブラハムと契約を結びその「しるし」と

して割礼を行うように命じられた。そして、アブラムはアブラハム、サライはサラと名乗るよう

に神様は告げられました。割礼を受けたこの時、アブラハムが９９歳、イシュマエルが１３歳の

時でした。そして、神様はこの時、サラによってアブラハムの子を与えることを約束されました。

しかし、既にこの時アブラハムは９９歳、サラは８９歳でしたので、アブラハムはこの神様の言

葉を信じることが出来ず、笑いました。そして「百歳の男に子供が生まれるだろうか。九十歳の

サラに子供が産めるだろうか。」（17:17）とひそかに言いました。アブラハムはサラが子どもを産

むなどとても信じられませんので「どうか、イシュマエルが御前に生き永らえますように」と神

様に応えます。イシュマエルというのは１３年前に、サラが自分とアブハムとの間には子どもが

与えられないけれど、若い自分の女奴隷ハガルとアブラハムとの間になら子が生まれるかも知れ

ないと考え、アブラムも同意して与えられた子でした。しかし神様は「いや、あなたの妻サラが

あなたとの間に男の子を産む。その子をイサク（彼は笑う）と名付けなさい。わたしは彼と契約

を立て、彼の子孫のために永遠の契約とする。」（17:19）と答えました。あなたたちが知恵を出し

て、工夫して与えられたイシュマエルではない。これからアブラハムとサラの間に子が生まれる、

その子がアブラハムと神様との祝福と契約を受け継ぐのだと告げられたわけです。

そして、今朝与えられている１８章です。今度は三人の主の使いがアブラハムの元に現れます。

アブラハムはこの神様の使いをもてなします。そして彼らは１０節で「わたしは来年の今ごろ、

必ずここにまた来ますが、そのころには、あなたの妻のサラに男の子が生まれているでしょう。」

と告げます。これを天幕の入り口で聞いていたサラは、「アブラハムもサラも多くの日を重ねて老

人になっており、しかもサラは月のものがとうになくなっていた。 18:12 サラはひそかに笑った。

自分は年をとり、もはや楽しみがあるはずもなし、主人も年老いているのに」、と思ったからです。

このサラの笑いは１７章におけるアブラハムの笑いと同じでした。そして、サラが心に思ったこ
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とも１７章でアブラハムが密かに言ったことと同じでした。つまり、アブラハムもサラも神様の

言葉を信じられずに笑ったわけです。アブラハムとサラとどっちが信仰深いかという話ではあり

ません。どちらも神様の言葉を信じられない不信仰な者であった。そう聖書ははっきり告げてい

るわけです。神様の言葉を告げられた時、アブラハムの年齢は９９歳、サラの年齢は８９歳。こ

れがアブラハムとサラの現実でした。ですから二人とも今から自分たちに子どもが与えられるは

ずはない、そんなことはあり得ないと思って笑ったわけです。ここに示されている二人は、少し

も信仰に篤い、信仰深い人ではありません。

３．不信仰な私達

聖書はまずアブラハムが１７章１７節でひそかに笑ったことを告げ、１８章１２節でサラがひ

そかに笑ったことを告げています。同じ事をアブラハムとサラがそれぞれ行った、そう繰り返し

告げています。それは、アブラハムもサラも不信仰な者であったと告げているということです。

聖書はこのことを繰り返し記すことによってはっきり示しているわけです。それは、彼らが信じ

ることが出来ないほどにこの二人に子が与えられるという出来事はあり得ないこと、不可能なこ

とであったと告げると共に、この二人が神様の言葉でさえも信じることが出来ない不信仰な者で

あったということを告げている。どうして、神様はアブラハムとサラを選んで、召されたのでし

ょうか。この子孫が神の民となること約束されたのでしょうか？ここに福音の肝があります。ア

ブラハムとサラは不信仰な者にもかかわらず選ばれ、召し出された。これはおかしいのではない

か？そうではありません。そうではなくて、アブラハムとサラは不信仰な者であったが故に選ば

れ、召し出された。そう理解すべきです。福音とはそういうものです。アブラハムとサラには、

救われるに値するような所などなかった、立派な信仰者なんかではなかった。だから選ばれた。

彼らは立派な信仰者だったから、神の民の父祖として選ばれた。そういう事であったならば、「た

だ神様の憐れみによって救われる」という福音にはなりません。そして、私共が救われるかどう

か分からなくなってしまうでしょう。救いの確信なんて与えられません。だって、私共のいった

いどこに神様の救いに与って神の子としていただけるほどに信仰深いところがあるでしょうか。

そんなに信仰深い人などいません。ただ一人もいません。しかし、私共は救われました。不信仰

な者であるにも拘わらず、信じることが出来ない者であるにも拘わらずです。それが福音です。

それが神様の愛であり、神様の憐れみです。私達は信仰深いから救われたのではありません。「信

仰によって救われる」とは、私達が信仰篤く、信仰深いから救われるということではありません。

信じることさえ出来ない者を、それでも救ってくださる神様の憐れみを信じ、救われるというこ

とです。これが福音です。だから私共でさえも救われたのです。
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４．いや、あなたは笑った

１３節にこう記されています。「 18:13 主はアブラハムに言われた。『なぜサラは笑ったのか。

なぜ年をとった自分に子供が生まれるはずがないと思ったのだ。 18:14 主に不可能なことがあろ

うか。来年の今ごろ、わたしはここに戻ってくる。そのころ、サラには必ず男の子が生まれてい

る。』」主はサラが笑ったということを、厳しく問います。サラが笑ったことを無かったことにな

どはしません。そして「 18:15 サラは恐ろしくなり、打ち消して言った。「わたしは笑いませんで

した。」」サラは嘘をつくわけです。どうしてか？恐ろしくなったからです。この時のサラの恐れ

は、単に自分の嘘がばれてしまったことを恐れているというよりも、全てをご存じである聖なる

方に触れてしまった罪人に生じた恐ろしさでしょう。サラは嘘をつきましたけれど、そんなこと

が神様に通用するはずがありません。「主は言われた。『「いや、あなたは確かに笑った。』」と追求

します。神様は罪というもの対して、大目に見るということはしません。言い逃れを許しません。

これはとても恐ろしいことですね。私共は言葉と思いと行いにおいて、神様を愛さず、信頼せず、

神様の言葉に従わない者です。神様はその全てをご存知です。ですから、正しい人は救われると

するならば、誰一人救われる人はいません。そして、この時のアブラハムやサラの不信仰を笑え

る人はいません。ここに記されているのは、まさに私達の姿そのものです。この時のアブラハム

は９９歳、サラは８９歳。来年の今頃になればアブラハムは１００歳、サラは９０歳です。子ど

もが産めるはずがない。誰もがそう考えます。当たり前です。少しでも科学的に考えれば、いや

科学的などと仰々しいことを言わずとも、常識的に考えれば「無理」という答えしか出ません。

しかし、神様は人間の科学的知識や常識的な理解の中におられるのではありません。神様は神様

です。石ころや木々とは訳が違います。私達の救いは、この神様にかかっています。

５．全能の父なる神

この神様は「全能の父なる神」です。ただの全能の神様ではありません。神様の全能の力は、

イエス様を私共に与えてくださった絶対の愛と結び付いています。100 歳のアブラハムと 90 歳の

サラにイサクを与えられたのは、誰も否定できないあり方で、ただ神様の御業によって生まれ、

神様によって導かれる神の民を創るためでした。この民の民によって全ての民が神様の御前に導

かれ、救われるためでした。神様はこの時、ただアブラハムとサラだけを見ていたわけではあり

ません。それからずっとずっと後の神の民、イサク・ヤコブ・12 部族イスラエル・モーセ・ダビ

デそしてイエス様、更にキリストの教会に繋がる私共まで見ておられました。そして、この時ア

ブラハムとサラにイサクを与えました。私共はこの全てを見通しておられる神様の御手の中で救

われ、今も生かされています。
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６．私も笑った

私達はみんなこの時のアブラハムであり、サラです。イエス様の話を聞いた時のことを思い出

してください。イエス様の十字架も復活も信じられなかった。遠い遠い昔話ぐらいにしか思わな

かった。私もそうでした。イエス様の復活の話を聞いた時、「そんな馬鹿な」と心の中で笑いまし

た。信じられなかった。私は５０年前のそのことを、はっきり覚えています。初めて礼拝に出た

時、４月でしたからイースターかイースターの前後だったのでしょう。牧師はイエス様の復活の

話をしていました。中身はさっぱり分かりませんでした。しかし、イエス様が復活したと言って

いることは分かりました。そして私はその説教を聞いて「とんでもないところに来てしまった。

この人達の頭はおかしい。」正直にそう思ったんです。その頃の私は、真理とは科学的に証明でき

ることしかないと考えておりました。それしか教えてもらったことがありませんでしたから、仕

方のないことでした。何ともお粗末なものでした。でも、あの時私は確かに笑ったんです。しか

し、そのような私を二年後に神様は救ってくださり、更に牧師として立たせ、それから４０年に

わたってイエス様の復活を告げる者として歩ませ続けてくださいました。

しかし、どうして「とんでもないところで変な人達が集う教会」に通い続けたのか？不思議で

すね。今思いますと、祈る姿に驚いたということです。100 人くらいの人達がコトリとも音を立て

ずに手を合わせ、最後に一斉にアーメンと言う。今までそんな場に身を置いたことがなかった私

は、説教はさっぱり分かりませんでしたけれど、ここには私が知らない何かがあると思い「知り

たい」と思って通い始めました。18 歳の時です。私の中に救いに与る理由なんて何もないのです

から、神様の選びとしか言いようがありません。

７．神様に不可能なことはない

この時、アブラハムもサラも笑いました。とても神様の言葉を信じることが出来ませんでし

た。しかし、神様はアブラハムとサラの不信仰を裁いて、これを切り捨てるということはされま

せんでした。サラが来年の今頃、アフラハムの男の子を産むということが神様の御心だったから

です。ここで告げられたのが「主に不可能なことがあろうか」です。神様は何でも出来るに違い

ありませんけれど、それは神様の御心、神様の救いのご計画と結び付いています。神様はその御

心を実現するためには、何でもお出来になるし、どんなことでもなさるということです。

これと同じ事を御使いガブリエルがイエス様の母マリアに告げました。ガブリエルが「 1:31 あ

なたは身ごもって男の子を産むが、その子をイエスと名付けなさい。」と告げた時、マリアは「ど

うして、そのようなことがありえましょうか。わたしは男の人を知りませんのに。」と答えました。

それに対して告げられたガブリエルの言葉が「聖霊があなたに降り、いと高き方の力があなたを

包む。…… 神にできないことは何一つない。」でした。御使いが告げていることは、常識的に考
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えれば無理であり、あり得ないことです。しかし、神様に出来ないことは何一つありません。天

地を造られ、全てを御支配されているお方なのですから。神様がこのようにしてご自分のみ心を

実現する、救いの御業を行うとお決めになられたならば、どんなことでもすることが出来るし、

そうなされるということです。

８．祈りの中で

私共はこの神様の全能の力を信頼して祈ります。その時、「こんなことは祈っても無駄だ」と思

って祈ったりしません。きっと神様は、その全能の力を用いて事を起こしてくださる、そう信頼

して祈ります。しかし、その祈った通りに神様が事を起こされるとは限りません。神様はその御

心の中で、ご計画の中で事を起こされるからです。しかし、私共はたとえ私共が祈った通りにこ

とが成らなかったとしても、神様は私共を愛し、救いへと導いておられることを信じて良いので

す。神様は私共が祈った通りに為されなかったとしても、神様は愛の方であることをお止めにな

ったわけではありませんし、全能のお方であることをお止めになったわけではありません。私共

の思いを超えた御心の中で最も良いことを為してくださっていることに変わりはありません。私

共の願いや思いを適えるために、また私共の都合が良いように、神様はその全能の御力を用いら

れるわけではありません。しかし、神様は私共の罪を何一つ見逃されることがないように、私共

の祈りもまた一つも聞き逃すことなく耳を傾けてくださっています。ですから、祈りに応えて事

を起こされることもあります。それは、そのことによって、信じることが出来ない私共がたとえ

欠けに満ちていようとも信じる者へと変えられていくためです。神様を愛し、信頼し、お従いす

る者へと変えられていくためです。救いへと導くためです。この神様の憐れみと全能の力を信頼

して、大胆に祈ってまいりたいと願うのです。神様を自分に都合良いように働く、「アラジンと魔

法のランプ」に登場するランプの精のような小さなものにしてはなりせん。

お祈りいたします。

恵みと慈愛に満ちたもう全能の父なる神様。

あなた様は今朝、あなた様の言葉を信じることが出来なかったアブラハムとサラの出来事を通

して、それでも彼らを愛し通され、イサクを与えられるあなた様の御力を知らされました。その

同じ愛と御力を受けて、一日一日を生かされている私共です。どうか、どのような時にも、その

あなた様の愛と御力を信頼して、健やかにあなた様の子・僕として祈りつつ御国を目指して歩ん

でいくことが出来ますように、聖霊なる神様の導きの中、信仰を与え続けてください。

この祈りを私共の救い主、主イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン


